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Abstract In order to investigate the educational effects in nursing school or faculty of nursing, we sur-
veyed the present states in graduates of Shiga University of Medical Science by questionnaire
methods and 136 graduates responded to this inquiry. Acquired results from this investigation
were following; 1) Worked graduates in the field nursing or associated occupations were 86.8% of
total (58.5% as nurse, 30.5% as community health nurse and 7.6% as midwives) and enrolled gradu-
ates to post graduate school were 14.1% of them. 2) More than eighty percents of them reported
mental conflicts concerning their workplace. However, they generally satisfied with the
Human
relationship in the workplaceand
Being able to have colleagues. Besides, for graduates, having
job was source for growing themselves and economical independency. 3) Approximately six per-
cents of graduates were in the process of post graduate school and some of them achieved their
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１期生（２９） 看 護 師 １２（ ４１．４） ７（２４．１） ５
専 門 学 校（３）
短大専攻科（１）
大 学 院（４）
保 健 師 ９（ ３１．０） １１（３７．９） ８
助 産 師 １（ ３．４） ５（１７．２） １
養 護 教 諭 １（ ３．４） ２（ ６．９） １
そ の 他 ０ １（ ３．４） －
就業者数小計 ２３（ ７９．３） ２６（８９．６）
進 学 ６（ ２０．６） ２（ ６．９）
未就業・未進学 ０ １（ ３．４）
２期生（２１） 看 護 師 １５（ ７１．４） １３（６１．９） １１
専 門 学 校（１）
保 健 師 ６（ ２８．６） ６（２８．６） ５
助 産 師 ０ ０ －
養 護 教 諭 ０ ０ －
就業者数小計 ２１（１００．０） １９（９０．４）
進 学 ０ １（ ４．８）
未就業・未進学 ０ １（ ４．８）
３期生（２１） 看 護 師 ８（ ３８．１） ７（３３．３） ４
短大専攻科（２）
大 学 院（１）
保 健 師 １１（ ５２．４） １１（５２．４） １０
助 産 師 ０ ２（ ９．６） －
養 護 教 諭 ０ ０ －
就業者数小計 １９（ ９０．４） ２０（９５．２）
進 学 ２（ ９．６） ０
未就業・未進学 ０ １（ ４．８）
４期生（２２） 看 護 師 １３（ ５９．１） １３（５９．１） １３




保 健 師 ５（ ２２．７） ５（２２．７） ４
助 産 師 ０ ２（ ９．１） －
養 護 教 諭 ０ ０ －
就業者数小計 １８（ ８１．８） ２０（９０．９）
進 学 ３（ １３．５） ２（ ９．１）
未就業・未進学 １（ ４．５） ０
５期生（４２） 看 護 師 ２９（ ６９．０） ２９（６９．０） －




保 健 師 ３（ ７．１） ３（ ７．１） －
助 産 師 ０ ０ －
養 護 教 諭 １（ ２．４） １（ ２．４） －
就業者数小計 ３３（ ７８．５） ３３（７８．５）
進 学 ８（ １９．１） ８（１９．１）






















































１期生 ２９ ２３（ ７６．７） ２６（８６．７）
２期生 ２１ ２１（１００．０） １９（９０．５）
３期生 ２１ １９（ ９０．５） ２０（９５．２）
４期生 ２２ １８（ ８１．８） ２０（９０．９）
５期生 ４２ ３３（ ７８．６） ３３（７８．６）





























































内 容 平均値（SD） Ｆ値 経験年数による差 Ｆ値 職種による差
 業務内容 ２．７８（０．８２） n.s n.s
職場環境 ２．６３（０．９２） n.s ４．２６５ 看護師＜保健師
人間関係 ３．０９（０．８４） ３．６２５ ２～３年＜４年以上 n.s
待遇（給与など） ２．６６（０．８６） n.s n.s
勤務時間 ２．６１（０．９６） ５．２１６ １年未満＜４年以上 １７．１７ 看護師＜保健師
福利厚生 ２．８０（０．８６） n.s １０．７８３ 看護師＜保健師
研修 ２．７０（０．９０） n.s n.s
仲間ができる ３．０６（０．８６） n.s n.s


























































内 容 平均値（SD） Ｆ値 職種による差
 家族が望んでいる ３．０９（０．９２） ６．２４８ 看護師＜保健師
職場の期待に答える ２．７１（０．８９） n.s
経済的に楽になる ３．５４（０．６３） ４．３２５ 看護師＜保健師








































































































































は３０．５％で、Ｋ大 学 資 料（２６．６％）、Ｆ大 学 資 料
（２８．６％）と比べると卒業時より多い傾向にあった。
これらのことから、他の看護系大学と比較すると、
保健師としての就業が卒業時より継続して多く、助
産師課程への進学希望や就業する者が多い特徴がみ
られた。
５期生を除く卒業生の異動状況をみると、卒業直
後から職場を異動していない者は６２名で卒業直後に
就業した者８１名のうち７６．５％を占めていた。卒業年
度別では、臨床２年目の４期生を除けば６～７割前
後の者は異動していなかった。職種別では、看護師
６８．８％（３３名）、保健師８７．１％（２７名）で保健師が看
護師よりも異動していないことがわかる。また、職
場の異動を体験した者は１７．６％で、卒業年度別でみ
ると１期生２７．６％、２期生１５．０％、３期生１９．０％、
４期生５．０％であった。菱沼らの調査（１９９４）による
と、異動が最も多かったのが卒業後３年以上４年未
満で全体の５４．０％が異動していたが、本学における
同時期の１期生（２７．６％）、２期生（１５．０％）と比較
すると、本学でも年数が経つほどに職場の異動者は
多くなる傾向にはあるが、本学卒業生の異動は少な
く比較的、卒業直後に就業していた職場に在籍して
いる期間が長いといえる。
本学卒業生の職種・職場の変遷をみると、５年間
という短い期間ではあるが、本学卒業生は卒業直後
より進学および保健師志向が高い。しかしながら他
大学と同様に最初は看護師としてスタートし、その
後、職場異動や助産師への転職、進学を経験し、自
分の目指す方向性を慎重に探っている途中にあると
いう印象をうけた。また、保健師、養護教諭は現在
の職場を大切にして成長していきたいと考えている
人の割合が高い（山崎，他，１９９３）といわれるように、
本学においても、保健師の異動は結婚や契約期間の
理由以外はなく、継続性も長いことからも同様のこ
とがいえるのでないかと思われる。
滋賀医科大学看護学科卒業生の動向
― ７５ ―
過去の看護系大学卒業生の動向調査（吉田，他，
１９８４，１９８６；山崎，他，１９９３；大西，他，１９９９）では、就
業状況は卒業後４．５年以上から１５年未満で低くなる
という報告もあるため、今後も継続して調査する必
要があると考えられる。
就業に対する意識
現在の職場へのストレスについては、「大変感じて
いる」と「少し感じている」を合わせると８割近く
の卒業生がストレスをもちながらの就業であった。
これはＮ短大資料とも同様の結果である。夜勤がな
く仕事の継続がしやすいといわれる保健師と看護師
のストレスには有意差はみられなかった。今回は卒
業後５年以内を対象としていることから、今後、継
続してみていく必要があると思われる。
就業している者の現在の職場に対する総合的な満
足度は、評定平均値２．９１±０．７１で満足している傾向
にあった。中野らの調査（１９９２）では、尺度は異な
るものの短期大学卒業生の職場に対する満足群は
５８．７％という結果があり、本学卒業生の満足度が高
いともいえる。菱沼らの調査（１９９４）では、看護大
学卒業後６～１０年目の者の職場に対する満足群は約
６０％と低く、本学卒業生も今後、変化していくこと
が予測される。満足度の高い項目は、「人間関係」「仲
間ができる」でＮ短大資料と同様であった。本学卒
業生の場合、これらの人間関係での満足度が総合的
な職場満足に影響しているとも考えられる。さらに
経験年数でみると、経験年数４年以上の者は「人間
関係」の満足度が２～３年の者と、「勤務時間」の満
足度が１年未満の者と比べ評定平均値が有意に高か
った。中野らの調査（１９９２）によると経験年数を経る
につれて満足度が上昇していたという報告があるこ
とからも、経験年数と職場満足が関連するのかもし
れないと思われる。職種別では、看護師より保健師
の方が「職場環境」「勤務時間」「福利厚生」の満足
度が高く、職務内容や夜勤勤務による形態が職場の
満足度に影響する一要因ではないかと推測された。
仕事をもつことの意味については、「自分が成長す
る」「経済的に自立する」の項目で高得点を示し、こ
れは吉田らによる過去の調査（１９８４）と同様の結果
であり、現在においても変化がないことが伺える。
各項目の評定平均値を看護師と保健師で比較すると、
看護師では「新しい知識を得る」「看護の発展に貢献
する」が、保健師では「家族が望んでいる」「経済的
に楽になる」の得点が高かった。これらのことは、
病院や地域において様々なヘルスニーズをもつ人々
と関係性を築きながら仕事をすることが、職業人と
してその第一歩を踏み出した卒業生には、自己成長
の場として強く意味づいているものと考えられる。
しかしながら、卒業後５年目までの段階ではまだル
チーンワークをこなすことに精一杯で、看護の発展
や職場の期待に応えていこうとする認識がもてない
でいると推測される。また、看護師は医療技術の急
速な進歩に伴なって、日常業務に求められる新しい
知識は必要とされることが影響していると考えられ
る。
就業者の今後の仕事の継続に対する意識は、約７
割が今後も仕事継続の意思をもっており、未就業者
も状況が変化すれば看護関係の職につきたいとする
者がほとんどで、本学卒業生の仕事の継続に対する
ポジティブな姿勢が伺える。
他大学の調査結果では卒業後４～６年に離職など
の変動が多いことから、本学卒業生の職業に対する
意識は変化することが予測される。しかしながら、
現段階においては、職場へのストレスをもちながら
も現状を受けいれており、特に１・２期生はその傾
向が強いように思われた。
保健師の職にある者は職場環境や勤務時間などに
満足し、仕事をもつことは家族の希望を受入れ、経
済的手段として捉えており、看護師の職にある者は
新しい知識を得たり、看護に貢献することを仕事の
もつ意味として捉えるなど、職種によって職業に対
する意識は異なっていた。このような職種による異
なりはあるものの、本学卒業生は職業に対してはポ
ジティブに捉え、経済面での必要性を認識し生活の
基盤を確保しながらも、対人関係を重視し、そこか
ら自己成長していきたいとする卒業生の姿が伺えた。
滋賀医科大学看護学ジャーナル，１（１），６７‐７８
― ７６ ―
大学院進学に対する意識
本学卒業生の大学院進学者は在学中・修了者も含
め８名（全体の５．９％）であった。本学では、１９９８
（平成１０）年に医学系研究科看護学専攻修士課程が
設置されており、大学院は卒業生にとっては比較的
身近なものである。
大学院修了・在学中を除く回答者１０５名によると、
大学院の進学は必要とは思っているが今は考えてい
ない者が半数を占め、大学院への進学を考えている
者（１０．５％）と合わせると、約６割の卒業生が大学
院進学の必要性の意識をもっていた。大学院への進
学を必要とは思わない４割の卒業生のなかにも、今
は臨床で働くことで精一杯と答えた者や研究テーマ
が曖昧だからと答えた者がみられた。これらのこと
から、今後、臨床での体験を積み、自分の研究テー
マが明確になれば大学院進学を希望する者は増加す
ることが予測される。進学志向、自己成長を求めて
いる本学卒業生のためにも、さらなる大学院の環境
整備が望まれる。
卒業年度別による大学院進学希望の有意差は認め
られなかった。これは、大学院進学希望が臨床経験
を積むなかで生まれる場合もあるが、３期生以降は
本学大学院の設置に伴い、入学時より大学院生が学
内に存在しており、１・２期生よりさらに身近な存
在として進路選択肢の一つとして考えることができ
たことも影響しているように思われる。また、看護
師の職にある者は、大学院への進学を必要と思わな
い傾向にあり、その理由が臨床場面での学びの豊富
さと楽しさを述べていた。今後、臨床経験をつむな
かで卒業生の意識がどのように変化していくのかを
追跡していく必要があると思われる。
大学院進学が必要と思う理由は、主に 専門性を
高めるため、自分自身の将来のため、社会と看
護との関係、に大別できた。卒業生が在学中からも
看護の専門性を意識し、卒業後の臨床看護の場面に
おいて自分自身の未熟さを感じ、さらなる自己成長
のために進学を希望していると思われる。また、自
身の将来を見据えた判断をしている姿が伺えた。大
学院選択時に重視する点としては、指導教官の専門
性や研究内容、カリキュラム、講義内容など、「学生
が学びたいことが学べるか」にウエイトがおかれて
いた。これらの結果は、澤井、野島、田中、降田、
日浦、豊田、らの看護学・保健学系大学院に対する
看護職者の需要に関する研究（２００２）でも、進学理
由はキャリアアップや知識などの再構築などがあり、
大学院進学の視点では教官やカリキュラムなどがあ
ると報告されており、同様の結果であった。
今後、学生が大学院選択を適確に行えるようにす
るためにも、「本学へ進学すればどのようなことがど
のように学べるか」を学生にわかりやすく示してい
く必要があると思われる。
結 論
増加している看護系大学の卒業生を送り出す大学
側の教育活動を再考していくための基礎資料とする
ために、滋賀医科大学医学部看護学科卒業生を対象
に、就業・進学状況とその意識を中心とした動向調
査を実施した。その結果、１３６名から回答が得られ、
以下のことが明らかになった。
１．就業・進学状況
就業率は８６．８％で、その内訳は看護師５８．５％、保
健師３０．５％、助産師７．６％であり、保健師および助産
師の就業率が他大学と比較して高かった。卒業直後
の進学率においても１４．１％と他大学より高く、その
６割が助産師課程への進学であった。
２．就業に対する意識
「仲間ができる」の項目において満足度が高かった。
そのなかで４年以上の臨床経験をもつ卒業生は「人
間関係」「勤務時間」の項目で満足度が高く、保健師
は「職場環境」「勤務時間」「福利厚生」の項目にお
いて満足度が高い傾向がみられた。
また，仕事をもつことの意味は「自分が成長する」
「経済的に自立する」として捉えており、就業者の
７割が仕事の継続の意思をもっており、未就業者の
大部分も看護関係への復職を望んでいた。
３．大学院進学に対する意識
大学院在学中・修了者は約６％であり、６割の卒
滋賀医科大学看護学科卒業生の動向
― ７７ ―
業生が大学院進学の必要性を感じていた。その理由
は「専門性を高める」「自分自身の将来のため」であ
り、大学院選択の視点は「指導教官」「カリキュラム」
「講義内容」であった。
謝 辞
本調査にご協力をいただきました卒業生のみなさ
まに心より感謝します。
文 献
菱沼典子，小山眞理子，菊田文夫，＆ 近藤潤子．
（１９９４）．聖路加看護大学卒業より６－１０年後の就業
状況．聖路加看護大学紀要 ，２０，５７‐６３．
市江和子，園井葉子，羽場俊秀，小林尚司，佐藤真
澄，内海節子，＆ 村地俊二．（２００１）．日本赤十字
愛知短期大学の卒業生の実態調査（その１）―就
業状況・職業意識を中心に―．日本赤十字愛知短
期大学紀要 ，１２，８３‐９２．
市江和子，園井葉子，羽場俊秀，小林尚司，佐藤真
澄，内海節子，＆ 村地俊二．（２００１）．日本赤十字
愛知短期大学の卒業生の実態調査（その２）―進
学・退職理由を中心に―．日本赤十字愛知短期大
学紀要 ，１２，９３‐１０６．
中野智津子，黒田公子，吉田正子，阿曽洋子，＆ 松
浦佳子．（１９９２）．本学卒業生の動向（第１報）―職
場への適応状況と看護職への定着―，神戸市立看
護短期大学紀要 ，１１，１０１‐１１６．
日本看護協会出版会編集．（２００１）．平成１３年度 看護
関係統計資料集 ．日本看護協会出版会．
日本看護協会出版会編集．（２００１）．平成１３年度 看護
白書 ２１世紀―看護職の課題，日本看護協会の方
針と活動 ．日本看護協会出版会．
日本看護協会調査研究室．（１９９３）．看護系大学卒業
者の就業状況調査．日本看護協会調査研究報告 ，
４２，３７‐９１．
岡部聡子，森下節子，志自枝康子，下平唯子，＆ 神
保会里．（１９９６）．東京都立医療技術短期大学看護
学科卒業生の実態調査―第１報―．東京都立医療
技術短期大学紀要 ，９，１４５‐１５５．
大西文子，北村真弓，久納智子，三尾弘子，西尾和
子，天野瑞枝，伊藤小百合，水野正延，岡田由香，
皆川敦子，＆ 北川美紀．（１９９９）．約３０年間の藤田
保健衛生大学衛生学部衛生看護学科卒業生の就業
状況．日本看護医療学会雑誌 ，１（１），１９‐２６．
澤井信江，野島良子，田中小百合，降田真理子，日
浦美保，豊田久美子，大町弥生，＆ 泊 祐子．
（２００２）．看護学・保健学系大学院に対する看護職
者の需要に関する研究（第２報）．日本看護研究学
会雑誌 ，２５（３），３４７．
山崎智子，藤田佐和，＆ 宮内美紀子．（１９９３）．高知
女子大学家政学部看護学科卒業生の動向と職業的
志向性．高知女子大学紀要 自然科学編 ，４１，７９‐
８８．
山崎裕二，安達祐子，＆ 鈴木祐子．（１９９５）．武蔵野
赤十字高等看護学院および日本赤十字武蔵野女子
短期大学の卒業生動態調査―（報告１）就業状況，
進学・研修状況，転職・退職状況，職業意識，等
について―．日本赤十字武蔵野女子短期大学紀要，
８，１１３‐１２５．
吉田時子，岩井郁子，太田喜久子，押尾祥子，＆ 堀
内成子．（１９８４）．聖路加看護大学卒業生動態調査
（第１報）―就業状況および職業意識を中心にして
―．聖路加看護大学紀要 ，９，１１‐１６．
吉田時子，岩井郁子，太田喜久子，押尾祥子，＆ 堀
内成子．（１９８６）．聖路加看護大学卒業生動態調査
（第２報）―卒業時から現在に至るまでの卒業生の
移動状況を中心として―．聖路加看護大学紀要 ，
１１，１３‐２１．
滋賀医科大学看護学ジャーナル，１（１），６７‐７８
― ７８ ―
